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1．フェルミ推定

リスク下の意思決定で設定する確率にせよ、ベイズ
の定理における事前確率にせよ、その確率判断はあく
まで主観的なものである。しかし、主観であっても適当
に設定すればよいというものではなく、予測しようと
している事象に対してできる限り正確な情報を得て判
断する努力をすべきである。しかし、中には実際に調査
するのが難しいようなとらえどころのないものもあ
る。そのような状況でも、いくつかの手掛かりを元に常
識と四則演算で論理的に推論し、短時間で概算する「フ
ェルミ推定」と呼ばれる予測力を高める方法がある。フ
ェルミ推定の名前の由来は、この手の推論を得意とし、
1938 年にノーベル物理学賞を受賞したエンリコ・フ
ェルミに由来する。具体的には、R. ワインシュタイン
と J.A. アダム著『フェルミ推定力養成ドリル』より、以
下の例を見てみよう。

考えるヒントは次の通りである。

1．愛煙家が吸うタバコの本数は何本か？
2．平均的な喫煙者は寿命のうち何年を失うか？

喫煙に起因する主な死因は肺癌と心臓病である。こ
れらは遅発性で、50 歳前後から死亡者が出始める。平
均寿命を 80 歳とすれば 50 歳から 80 歳、つまり 1 年
以上 30 年未満の寿命を喫煙者は失うことになる。こ
こでは１と 30 の幾何平均（相乗平均）をとって、喫煙
者は非喫煙者より 5 年早く死亡するものと推定する

（EXCEL の GEOMEAN 関数で、5.477 とすぐに計算で
きる）。

タバコを購入できる法定年齢 20 歳から 70 歳で死
亡するまで 1 日 1 箱のタバコを吸い続けたとすると、
吸った本数は以下の通りとなる。

N＝51 年 ×365 日 ×20 本＝372,300 本

各タバコが等しく死亡に関与したと仮定すると、タ
バコ 1 本あたり犠牲になる寿命は以下の通りとなる。

T=5 年 /372,300 本＝2,628,000 分 /372,300 本＝
7.05 分 / 本

つまり、タバコ 1 本あたり約 7 分の寿命を縮めると
推定できる。

“British Medical Journal”に掲載された調査による
と、現実には喫煙者と非喫煙者の平均余命の差は 6.5
年で、平均的な喫煙者は 1 日 1 箱弱を消費することが

明らかとなっている。これに基づけば、1 本のタバコは
平均 11 分の寿命を縮めることになる。11 分に対して
7 分、当てずっぽうよりはかなり近い数値と言えるの
ではないだろうか。尤も、この例題の場合、各タバコが
等しく死亡に関与するという仮定自体ナンセンスであ
るので、その点は注意しなければならない。

2．超予測者を目指すための10の心得

1980 年代から予測力を研究してきた、前出のペン
シルバニア大学のフィリップ・E・テトロックは、
2011 年から 15 年にかけてアメリカ国家情報長官直
属の組織である IARPA（インテリジェンス先端研究プ
ロジェクト活動）が主催した予測トーナメントに出
場、市井のボランティアが専門家に対して圧倒的な成
績を収めた。テトロックは彼らを「超予測者」と呼び、
その予測力は「生まれつきの才能ではなく、特定のも
のの考え方、情報の集め方、自らの考えを更新していく
方法の産物である。（中略）誰でもこの思考法を身に着
け、伸ばしていくことができる」と結論付けている。テ
トロックは著書『超予測力 : 不確実な時代の先を読む
10 カ条』の中で、超予測者の思考法の特色を「超予測
者を目指すための 10 の心得」としてまとめている。予
測トーナメント参加者にこの心得を読ませたところ、
その後 1 年間の予測の正確性が 10% 向上したという。
これらは意思決定者が主観確率を考える上でも参考に
なるだろう。

１．トリアージ（選別格付け）…予測可能な事象に集中
する。

２．一見手に負えない問題は、手に負えるサブ問題に
分解する

３．唯一無二に思えるものに対しても比較対象を探す
４．新たなに得られた情報に基づき、確率を小刻みに

更新する
５．どんな問題も自らと対立する見解を考える
６．不確実性について、頭の中に三つ以上の選択肢を

持つ
７．自信過少と自信過剰、慎重さと決断力の適度なバ

ランス
８．失敗したときには原因を検証する（ただし後知恵

バイアス（注）に注意）
９．相手の立場を理解、正確な問いかけ、建設的対立
10．実践とフィードバック
11．以上の心得を絶対視しない

注：物事が起きてからそれが予測可能だったと考える
傾向のこと。

問 . 平均すると、愛煙家が吸う 1 本のタバコは本人
の平均寿命をどれくらい縮めるか。
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